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＜はじめに＞
秋吉石灰岩地域には長登銅山や大和鉱山など

の銅鉱床が存在します(第1図a)。とくに長登銅
山は日本最古の銅山のひとつとして知られてお
り，東大寺の大仏建立に使われた銅の産地で
あった可能性も指摘されています。
長登銅山は，約1億年前に花の山花崗斑岩を

形成したマグマ活動で発生した熱水と秋吉石灰
岩が反応することで形成されました。そのため
花の山花崗斑岩の周りには多くの鉱床が存在し
ます(第1図b)。このようなタイプの鉱床を「ス
カルン鉱床」といいます。

＜最近研究での新発見＞
最近の研究で，都茂鉱，河津鉱，マ

チルダ鉱のようなビスマスやテルル，
銀などを含むレアメタルに富む資源鉱
物が新たに発見されました！
それらの産状や岩石の組織から，銅

を含む鉱物ができた後に，温度の低下
を伴ってコバルトやビスマスを含む鉱
物が形成され，その後，銀やテルルを
含む鉱物ができたことが分かりました。
秋吉石灰岩西側に位置する大和鉱山で
も似た特徴がみられるため，これはこ
の地域のスカルン鉱床の特徴といえそ
うです。
現在も長登銅山の鉱石や金属元素の

起源に関する研究が継続されており，
今後も新たな発見が期待されます。

＜長登銅山の鉱石の特徴＞
石灰岩と熱水の反応でスカルン鉱物と呼ばれるカルシウムや鉄に富む輝石やざくろ石がつくられ，

それらの結晶の間に黄銅鉱，斑銅鉱などの銅を含む鉱物が多く存在します(第2図)。花の山花崗斑岩
南側の烏帽子鉱床では，銅を含む鉱物に加えて，コバルトの資源となる鉱物である輝コバルト鉱も
みられます。また黄銅鉱や輝コバルト鉱が変質することで二次的にできた色鮮やかな孔雀石(緑色)，
藍銅鉱(青色)，コバルト華(ピンク色)のような鉱物も観察できます(第2図)。
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